
株式会社大氣社様導入事例　

１．年表

1989.04 東京本店ＣＡＤ課発足
1996.04 マニラ分室設置

　　この頃ＣＡＤＥＷＡ導入
1997.04 府中→中野へ移転

　　この頃社内でのＣＡＤＣＡＭ志向をやめる
　　この頃ＣＡＤ室での施工図作成を断念
　　施工図作成は現場へ出向して行うこととした。
　　　　ＣＡＤ室では検討図（施工図風に一旦書いただけの図面）作成、
　　 　 指示をもらっての修正、竣工図、設計図作成
現場へのＣＡＤ配布開始

1997.09 前回発表 (ＣＡＤ室での作図量ピークの時期）

1998～1999 東京⇔マニラ連携して作図実施
現場員へのＣＡＤ展開
　　社内講習実施
    現場へ出かけての作図講習実施。
　　現場へ出向作図しながら操作を教える。

1999.09 分室の品質、効率アップのためオペレーターによる現地指導実施
1999.10 イントラネット始動

　　現場員のパソコン技能指導
　　オペレーターによる現場ＬＡＮ設定実施



２．年表のつづき

2000.04 ＣＡＤ室縮小
　　在室オペレータ４名
　　この頃ＣＡＤＥＷＡＥｖｏｌｕｔｉｏｎ導入

2000.06 フィリピン人の日本での研修開始

2000.10 ＣＡＤ室解散（東京）
　　オペレーター全員工事部に配属

2000.11 勘定系ネットワークシステム始動
　　ついでに小さいグループウェア追加（サイボウズ）
　　事務系社員を工事部に配属

2001.04 ＣＡＤ課解散（大阪、名古屋）
品質管理部/技術管理課で作図指導開始（東京）

2002 生産性向上委員会（技術本部）でＣＡＤ作図基準作成
　　ＣＡＤデータの多次元利用ビジョン発表
生産性向上委員会解散
品質管理部解散

2003 技術管理課（平山）＆工事部オペレーター1名で
　　ＣＡＤＥＷＡ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ操作指導を実施中



３．ＣＡＤ導入実績

１）ＣＡＤＥＷＡ導入実績（台数）

導入支店 略号 ＣＡＤＥＷＡ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ total

北海道 ＳＰ 0 7 7
東北 ＳＤ 30 15 45
北関東 ＯＭ 0 35 35
東関東 ＣＢ 24 0 24
東京 ＴＨ 35 129 164
　マニラ 2 10 12
横浜 ＹＫ 29 7 36
国際 ＯＳ 0 12 12
名古屋 ＮＨ 5 47 52
大阪 ＯＨ 1 65 66
神戸 ＫＢ 0 7 7
中国 ＨＲ 0 5 5
九州 ＫＨ 0 15 15

計 126 354 480

◆ＣＡＤＥＷＡは２．５次元版
◆ＣＡＤＥＷＡ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎは３次元ＣＧ版
　（現在はＣＡＤＥＷＡ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎが主）

２）その他ＣＡＤについて
・設計部門はＡＵＴＯ－ＣＡＤとＣＡＤＥＷＡシリーズが混在している。
・工事部門はＣＡＤＥＷＡ中心だが、ＡＵＴＯ－ＣＡＤやＪＷ＿ＣＡＤ等様々
　ＣＡＤが存在している。



４．CADソフトの管理について

１）東京、大阪、名古屋で全国を分担して管理

２）大氣社用各種設定ファイルについては、メーカ（四電工）と協力して作成し
　　イントラネットで全国に配布。

３）２ヶ月に１回メーカ側（四電工、富士通愛媛）と定例会実施
　　・ＣＡＤ運用等について議論
　　・CADEWA Evolutionに対する要望事項の整理
　　・バージョンアップ、レベルアップの時期や手法の決定
　　・新機能、新製品の説明会



５．大氣社の狙いと運用状況：CADEWA Evolutionの多次元利用に向けて

積算 資材発注

ﾑ

設計図 施工図

ﾑ<積算ｼｽﾃ との連動>
ＣＩ－ＮＥＴｺｰﾄﾞ対応拾いﾃﾞｰﾀ出力

<発注ｼｽﾃ との連動>
部品図ﾃﾞｰﾀ出力などによる連動

※将来開発予定

製作図（ﾀﾞｸﾄ） 竣工図

業者 ゼネコン

<建設ＣＡＬＳへの対応>
ＳＸＦでの電子納品など

ゼネコン 施主

自動複線化 製作図化

※テスト中
拾い図

自動単線化

※テスト中
プレゼン

総合図（３Ｄ）
※テスト中

※テスト中

拾い根拠
総合図の３Ｄ、プレゼンダクトＣＡＤ／ＣＡＭ



６．CADEWA Evolutionの多次元利用に向けた活動－１
　　　～拾い図面のＣＡＤ化と積算連動～

［これまで］
◆拾いはデジタイザを利用して手拾い
◆設計図と施工図は属性の受け渡し無し

［今後：テスト中］

設計業務（設計図） 拾い業務（トレース）

集計ﾃﾞｰﾀ

図面ﾃﾞｰﾀ
図面ﾃﾞｰﾀ

集計ﾃﾞｰﾀ

見積依頼
図面が
簡単に描
ける！ 画面上で

拾うから漏れ
が
ない！

すでに図面が
あるから、

CADに入りや
すい！

メーカに依頼して開発
　（メーカーが新商品として発売）
・CADEWA Evolution単線
・CADEWA Evolution材料集計ｵﾌﾟｼｮﾝ
積算への連動も準備中

図面ﾃﾞｰﾀ 他社設計

積算業務（見積）

現場業務（施工図）



７．CADEWA Evolutionの多次元利用に向けた活動－２
　　　～プレゼン～
［現状］
CADEWA EvolutionのリアルタイムＣＧ（部材を書いたら同時にＣＧ）
を利用してプレゼンに利用。短時間でプレゼンデータを作成。
－＞施主の評価は上々。

［今後］
CADEWA Evolution上のＣＧ
だけでは、やや臨場感に欠ける。

連動するＣＧ専用ソフトに渡して
様々な工夫をする。
・壁や機器等をリアルに
・影を付けたり、光を当てたり
・アニメーションの作成

＊大氣社で作成した某社向けプレゼン用データ（CADEWA EvolutionのＣＧ）

＊メーカのサンプル



８．CADEWA Evolutionの多次元利用に向けた活動－３
　　　～ダクトＣＡＤ／ＣＡＭ～

施工図

Evolutionから出力した製作伝票（曲管図）

プレズマリンクファイル
経由でプラズマ切断機
へ連動

＊複数の現場で実運用

［課題］
現在CADEWA Evolutionで対応しているのは角ダクトのみ。
今後スパイラルや配管のプレハブ化も実現していきたい。

CAM側で再入力
プラズマ切断機へ　　　

ダクト製作業者へ


